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腹痛は最も屡々膏々が経験する臓器感覚であるが， ≪7〕， Kastu. Meltzer ~判＇· Ducceshi<49’， ProppingC50>, 
不思議な事に脊々外科医が開腹にあたり消化管の何処 Neumann’~o. Frohlich u. !¥!eyer【悶， Bruning倒＼
を切断，刺針乃至焼却しても全く疹痛を感じない．従 Hess and WyssC54）， 叉本邦にj於いては佐野〈叫，沢付
って従来腹院内臓知覚の有無に関して古くから種 相々 （＇，＂，），石 1qcm，川上（58＼，久保問、，浅井（合的，春闘〈川〉の
異る見解が述ぺられている． 諸氏がある．
過表に於いて先ず豊富な臨床所見により意見を発表 後者に属する人々は内臓知覚を詰問する笑験の適応
したのは Lennander：” である．彼ft.腹院内臓は休竪 刺戟として種々なものを用L、ているが之を要約すれ
腹膜を除いて他vt.悉〈知賞なし臓器自身には感覚は If，感応、電流利章者， 腸管内庄を高める方υ：，グリセリ
ないと結論し，腹部疾患の際の鯵：痛は休墜腹膜にその ン涜腸，辛子泊塗布による腸管壁の充血，塩化パリウ、
病変が及んだ時か， E買は之を圧迫奈引する場合に生 ム滋等がらげられている． 最近では Bentlcy'r.~J. Ray 
じ，叉胃痛は閏耐近の淋巴管炎により腹膜後部tこ存す ぬ Neil.Ga), Chapmann〔附等が Balloonをl熊下叉は
るI泊脊髄神経を刺践するものとした．其の後 Wil泊s 手術によぢ胃腸の特定部伎に達せじめ，之に空気文は
c.i1), Kellingcm, Haim＜紛， Breslauer<m,FrankeCS.S), 水を送って膨らませる方法則ち Distentionにより？？













































































1 j H. DaleCG＞）等の所計液体伝治学説によれば消化
管の滑平筋の収納は明かに局所のヒヨリシ神経から分



























































ト ロピン ~注射 して箆を巡って続いて も矢波り主主痛（土
溌現した． e) Ach.を注入したil'J化符局所1.n片平筋
の強度の常事liiの;Y:，~こ強L 、貧血が現われる． 試ろに Ach
を色素で＇1Ti色して注入するとJ;'i]問へのfJl;1放はl問題にな
らない. iiX vこ？叫！のJ~現在iきベi :l'. Ach . は腸間JI)~附活
部迄も殆んとV主しない岐に回、はれる． f）叉一人の思
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不 明｜約 15分 ｜胸骨’I’央部 ｜幅 nJ-_ ( +) 
•li'i'if足の II主 わ り
的！交のl広あり
秒 1がJ 2分 ｜胸骨’I＇央部
秒｜不明 ｜不 明











H匪 nJ: ( +) 
；.~~；flにて昏＇~
勝のft_I-_ ] f!li指 ｜仰l_it.忠心 （＋）
剣朕突 1~ ~1; I幅 Il: ( +) 
。 ｜似皮
剣；＼k突起と析との 1 ~ 柿 沢切JI•央部 ！ 
I CD剣欣宅建起と騰と ｜肢と背中がひっつく採な忠じ．強烈秒｜ 5 分lwの小央部 ｜ 
｜①Boos圧桁点 ｜術後4日経度の胃痛・背痛あり5分以上l 正’I•線勝上 1 税指 ｜ 注射!Rl/l好は機械的刺誠？で更に強望堅調；1
3分以上J服警の左上3絞指令 ｜
約 2分1¥J川上腹部（部位不明lI uf主タ折；，、と11－ぷのみ
約 2分r:日川 1£'1＇紋隣上 1級扮 Infil ”l二 （ー）
がJ2分以＿tj'.@.llllk突起下 3 杭指 I n~ 肱 （一）
1分以上｜ 勝部次魁古都｜引：依る様な性、
4 分｜艇 の ホ 下｜注射局所の附図i二予めアトロピ yそ注入
ゲ I10 分 ｜胃都 (iE ’l’）｜！着色した Ach.波は！場開膜附活者Iに及
5分以上 ｜ ゲ ゲ j＇.ばず．限聯勝の高さ
10分以ヒ ｜心街部．廻古書！； ｜’綴桁
｜ ｜切開郊の局麻不十分と思われた5分以上 ｜廻 育 部 l




































廻腸（末端より40cm口側） I 15 
4、 l湯（苦1佼不明） I 65
処陽（末端より15cm,/ ) I 15
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白井l♀ I19 I I陽 炎 l
1J1 下｜♀ I27 I泡．性虫垂炎 ｜
中野｜合 I20 I ゲ
絵本｜合 I41 Iイレウス
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発現時unI附 ：附川 ！合受古~； fι 自己
一ー一 － 
Bauhin Jr:ifr判： l 4皿 ｜何らの呉干H感を訴えず
廻 iJ易（5cm 口nm> 不 ゆ1i J,k臨により昏；l垂
迎l 腸 30 ’F 3分以Jニ 併のす ぐ上 日医 1.: （ー）
廻 腸 (30cm 口側） 司4 明 血行持,(t専のある部に注射した
廻 腸 40 ， 5 分 勝のすぐ下 鞠 効i
虫 :1主 4艮 主F 瞬 の .t ヵ－ 他の部の摘みあ り判定不荷i：実, 無 窓識 切j了
虫 ~ 央 f司； 20 ， 5分以上 。•I’）扶うた突起と併との 車 ~iiJ 
虫 重 松 者F 15 ’F 3分以上 開~ Jt.勝下3術指 虫：iTu先端は後腹膜と癒着す
虫 主 央 主事 20 ， 6分以上 勝 及 勝上2Wi指 虫垂｜百1膜と魁腸間膜とゲ
虫 雪量 中良 部i 不 明 不 明 不 ~j 
， ’F , ’P 基礎純lo/,'-にて昏1婁
.!Lt ；垂 先 Yll•’・j 30 秒、 3 ラ予 勝 の方＿＂Fl杭I旨 日直 ~i: （ー ）
虫 重 Im 膜 20 秒 3分以』七 続 の プ己 i: ， （＋） 
虫垂’l’ 央 1~1; （粘膜下） ’F 5分以』七 臓のtr.ーよ り心；禽告1; 虫 if~先端は小l場開膜と癒i告す
虫 垂 ti・央部（衆膜 ド） ’F ’P 勝の上 ノ 虫垂間膜恨事lに「J,r.・カイン」注姉消火
虫 JT~ 中 央 告l 12 秒 9分以上 瞬 古~s 牧絡は育腸迄j及ぶ
， 15 秒 2分以上 ， 虫・:il;は勃起す
虫 :il fR 有名 不 白、明 基礎にて昏躍
.!Lt 垂 央 ψ~； 10 不全 5分以上 騰 の 下 2抗措 強痛にて泣〈虫突切除に より扮iみi’J火
虫 :JI"~ 日易 ｜旬 膜 20 秒、 3分以上 瞬 の tr. 下 hil! 1: ( +) 
虫 ＝亙 4民 調i 不 明 患H匿お応（＋答）せず
’F 30 秒 約 1分 1~ 気 . j前みな し．腸間膜l亡浮腫を
虫 兎 失 千百i 15 秒 約 7分 併のi.上 4紋指 認痛、みむ繰めて明日庇
’F 10 ’P 約 5分 ，己、 ’鼠 苦l ml! 告U
’F 20 , ， 騰 の直ぐ 下
虫 垂 中 央 1'i；腔内 がJ10 ヰタ が~5分以上 騰 の 右 2稲川｜ 蜘強〈なる と共…強〈以
虫垂・l・ 央先端 約 20秒 約4分以七ー 療の上 1秘指 予め腹壁に知覚異常なし
育 目島 20 秒 3 分 勝 の 左！随 iiJ 
越え 行 結 1易 30 ’P 5 分 勝より勝コ下3械指
官全＝？ JI易 不 明 基臓にて昏海rも
相i 行 幸占 ！揚 ’F 予め強い松治基IJ調f:せしため不明
1.- 行 意占 l湯 ；60 秒 約 2分 怒え －•）と 下痢の時排似後の廃材iの如し
お：l 行 ｜湯 不 切j 基臓にて4香運
続i 腸 牌 轡 Jil 無 rmみなし
申：1 腸 目干 唱襲 l術 20 が12分以上 騰の直 ぐた 主 1白1
同 目易 主$ 約 20秒 2分以一l二 勝 のプ合己性1秘 指 lI ’P 
戦 fi・ 事お 腸
国 目盛 羽i 不 切j 応終せず
， 約 20秒 約 7分 騰 の 上 1総 指 t1えつける企業な！感じ
， 約 50秒約3分以上 ’P ’E 
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自託 酔
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’P ’P ， ’P ’P 
竜野 合 66 ， ’F 
， ’F ’~ ’F ， 
， ノア ’P ’F ’P 
上野 ♀ I 60 ’F ’F 
竹村 合 55 ノ ’P 
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， ， // 〆ノ ’P 
7K 主仕 ♀ 48 ， ’F 
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’F ， ， 
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Chordotomie 
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食道 I6 I 1 I s I c時）
ロ I13 I ] 1 I 2 I f附）
十二指腸 1~. 14 1 010仰）
一三一腸 ｜ 2「21o I c1仰）
旭腸 Irn I l4 i 1 I 78 % 
虫取 I21 I JS I 6 I 71 % 
大陽 I20 I JO -I JO I 印




















居り，叉第12図（1,2, ・1. 1 . 5,＜• ； の如く宵と空路，
空揚と廻1愛と言う様に相鱗れる消化~特別立の；敏散点は
相当重複を示している.f!.J ·！－二指1号の笑験秒~J7) 'i＇間部
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